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 第１１節 浸水被害の軽減と環境に優しい川づくりを推進する 

 
■現状と課題 

河川は、従来の治水、利水機能､環境意識の高まりなどによって自然学習やレクリエーション

の場としての活用が求められています。 
本市には木津川をはじめ、古川、青谷川、長谷川の一級河川と今池川など３本の準用河川、

その他の普通河川、排水路があり、それらの大部分は一級河川古川を経て宇治川へ流れていま

す。 
今池川、嫁付川をはじめ各排水路においては、浸水被害軽減のため河川改修を順次進めてい

ます。今後も十六川をはじめ各河川、排水路の整備を進めるとともに、近年の異常気象に伴う

集中豪雨に対処するため、総合排水計画に基づき雨水の河川への流出抑制対策に取り組む必要

があります。 
また、本市の木津川については、近年、国において大規模な堤防強化工事が進められており、

その安全性が向上しています。本市の河川の大部分が流入している古川についても、京都府に

より順次整備が進められており、引き続き天井川である青谷川、長谷川とともに整備の促進を

強く要望していく必要があります。 
今後の河川整備については、浸水被害の軽減とともに、河川の持つ親水機能を活用し、市民

に親しまれる水辺空間の整備を行うとともに、ＮＰＯ・ボランティアなど市民主体の河川美化

活動を一層推進するため、これら団体に対する支援を行う必要があります。 
 
■基本方針 

○総合排水計画に基づく河川改修や国、京都府が管理する河川の改修と流出抑制対策等を促進

することにより、浸水被害の軽減をめざします。 
○水辺空間の整備や市民との協働による維持管理などにより、市民に親しまれる河川の創造を

めざします。 
 
■まちづくり指標 

 
まちづくり指標名 説明 

単位
現状値 

5 年後の

目標 

10年後の 

目標 

めざすべき

目標 

準用河川改修率 
準用河川改修済延長／

準用河川改修計画延長 
％ 77.5 80 95 100 

川に親しみを持って

いる市民の割合 

まちづくり市民アンケ

ート結果 
％ 
26.9 

（Ｈ18）
39 52 100 

 
■主な施策の展開 

（１） 総合排水計画による施設の整備 

総合排水計画に基づき十六川の整備など計画的な河道整備とともに、新たな雨水流出を抑
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える流出抑制対策により、下流河川における浸水被害の軽減を図ります。 

また、古川の河道拡幅の促進および、天井川である青谷川、長谷川の整備促進を関係機関

へ強く要望するとともに、早期整備に努めます。 

 
（２） 水辺環境の整備と維持管理の充実 

水辺空間においては、今池川ポケットパーク※をはじめ、市民の憩いの場を創出していくと

ともに、市民参加の河川美化活動への支援を強化し、市民と行政が協働して河川の美化や維

持管理に努めていきます。 

 
■市民まちづくりワークショップからの提言 

市民の役割（例示） 

○河川、親水公園などの維持管理（ごみ、草刈）に携わる。 

○水辺の植物や生物を大切にする。 

○憩いの場、レクリエーションの場として川づくりを行政とともに行う。 

 
 
【用語説明】 

※ポケットパーク：住宅地などの一画、歩道の一部などを確保して作った小さな公園。 

 
 




